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1.1 SAS Enterprise Guide の紹介 

 
SAS は組織がビジネス上の課題を解決するための、一連のビジネスソリューションとテクノロジー

を提供します。 
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SAS Enterprise Guideとは？
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SAS Enterprise Guide は、SAS の強力な機能を、直感的で視覚的なインターフェイスを通じて提供

します。 
• SAS データだけでなく、その他の種類のデータにもシームレスにアクセスできます。 
• データ準備においては、堅牢なクエリビルダを使用して、データの結合、フィルタリング、並べ

替え、変換を行うことができます。 
• タスクやウィザードを使用して、ポイント&クリック操作でデータの分析やレポートの作成が可

能です。あるいは独自のコードを記述することもできます。 
• プロセスフローを使用することで、プロジェクトを整理し、結果の更新を容易に行うことができ

ます。 
• プロジェクトは関連するデータ、コード、タスクおよび結果を管理できます。 

 

デフォルトでは、SAS Enterprise Guide のメインウィンドウは、上部にメインメニューとツールバ

ー、左側にナビゲーション領域、右側に作業領域で構成されています。デフォルトのナビゲーショ

ン領域には、現在のプロジェクト、開いている項目、Git リポジトリ、サーバー、SAS フォルダ、

タスク、およびプロンプトマネージャのペインが含まれます。作業領域は、タブ形式のインターフ

ェイスを使用して、データ、コード、ログ、および結果を表示するために使用されます。データを

開いたり、タスクを実行すると、作業領域に追加のタブが表示されます。 
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SAS Enterprise Guideインターフェイス

作業領域
ナビゲーション

領域
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Enterprise Guide は、ローカル PC 上またはリモートサーバー上の SAS と連携するように設定でき

ます。さらに、Enterprise Guide は、SAS Business Analytics または SAS Office Analytics のプラッ

トフォームの一部としても使用可能です。プラットフォーム構成では、Enterprise Guide には、

SAS プラットフォーム環境に特化した追加機能が含まれます。 

いずれに構成においても、Enterprise Guide は、ポイント&クリック操作によって生成されたか、あ

るいはユーザーによって記述された SAS コードを準備し、そのコードを SAS に送信します。その

後、SAS がコードを実行し、結果を Enterprise Guide に返します。 
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SAS Enterprise Guideの動作
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1.2 SAS Enterprise Guide 操作の基本 

 
作業をプロジェクトに整理することも、プロジェクトを使用せずにファイルを直接扱うこともでき

ます。プロジェクトとは、データソース、SAS プログラム、ログ、タスク、クエリ、結果、および

ドキュメント用のメモをまとめた、単一のファイルのことです。プロジェクトの内容、順序、更新

を管理することができます。 
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Enterprise Guideプロジェクト

プロジェクト
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プロジェクトの開発を進めるにあたり、通常は次のような基本的な手順に従います。まず、データ

にアクセスし、データを調査してその内容を確認するとともに、追加や変更が必要な個所を特定し

ます。次に分析に備えてデータを準備し、分析とレポート作成を行い、様々なレポート形式やデー

タ形式を用いて結果を共有します。 
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EGでの基本操作

SAS Enterprise Guideを使用して、次の作業を行います。

1. プロジェクトの新規作成

2. プロジェクトへのデータの追加

SASで使用したいデータをプロジェクトに追加する必要があります。

3. データに対するタスクの実行

タスクは、プロジェクト内のデータに対して実行する特定の種類の作業(分析、レポート/
グラフ作成、データ操作など)です。

次の作業も行えます。

4. 結果のカスタマイズ、共有

5. プロセスの自動化
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プロジェクトの開発

データへ
のアクセス

データの

探索

データの

準備

データの
分析とレ
ポート作成

結果の

共有
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Orion Star Sports & Outdoors 社は、架空のグローバルなスポーツおよびアウトドア用品の小売企業

です。演習では、Orion Star 社の顧客、製品、注文、および従業員に関するデータを使用します。 
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このコースで使用するデータ
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演習：SAS Enterprise Guide 環境の操作 

 

こちらでは、Enterprise Guide 環境で、SAS テーブルを追加し、タスクを作成し、プロジェクトの

コンテンツを層さする方法を説明します。 

1. Enterprise Guide を起動します。 

Enterprise Guide では、デフォルトで「ナビゲーション領域」と「作業領域」の２つの主要な領

域が表示されます。  
デフォルトでは、ナビゲーション領域には、以下のペインが含まれます：  

• プロジェクトペイン  には、アクティブなプロジェクトと、それに関連するデータ、コー

ド、メモ、結果が表示されます。  

• 開いている項目ペイン  では、作業領域で開いているすべての項目を素早く表示およびア

クセスできます。 

• Git リポジトリペイン  では、変更を追跡し、複数のユーザー間でバージョン管理を行うた

めの基本的な Git 機能にアクセスできます。 

• サーバーペイン  には、Enterprise Guide が認識しているサーバーの一覧が表示されま

す。 

• SAS フォルダペイン  には、アクセス可能な SAS フォルダの一覧が表示されます。 

• タスクペイン  には、Enterprise Guide に付属するタスク、カスタムタスク、および SAS 
Studio に付属するタスクを含むタスクの一覧が表示されます。  

• プロンプトマネージャペイン  は、プロンプトの作成、編集、削除に使用されます。 

2. ファイル 新規作成  プロジェクト を選択し、新規プロジェクトを作成します。 

注: SAS Enterprise Guide では、一度に開けるプロジェクトは１つだけです。 

3. 新規プロジェクトが作成されると、プロセスフローが自動的に作成されます。プロセスフロー
は、SAS テーブル、タスク、結果など、１つ以上のオブジェクトで構成されます。プロセスフ

ローに既存の SAS テーブルを開いて追加するには、ファイル  開くを選択します。 

4. マイコンピュータ  参照を選択し、データの保存されているフォルダへ移動します。講師の指

示するフォルダの、data フォルダに移動し、customers.sas7bdat を選択し、開くを選択して

プロジェクトへ SAS テーブルを追加します。 

注: プロジェクトに追加された項目は、自動的にアクティブなプロセスフローに追加されま

す。 
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5. customers テーブルへのショートカットがプロジェクトに追加されます。デフォルトでは、デ

ータは、作業領域内の別タブの、データグリッドに表示されます。 

 
注: テーブルは、マウスの移動、クリック、編集、更新、スクロールなど、直近の操作がな

い場合、アイドル状態になります。データグリッドでテーブルを開くと、データには読

み取りロックがかけられます。この読み取りロックにより、他のユーザーやプロセスが

テーブル内のデータを編集できなくなります。読み取りロックのデフォルトの有効時間

は３分です。３分間操作がない状態が続くと、「非アクティブのためにデータがロック

解除されました。値は最新でないか、更新されるまで使用できません。」というメッセ

ージが表示されます。「非アクティブ後（分）に開いているデータのロックを解除す

る」オプションを設定することで、読み取りロックのデフォルト時間を変更できます。 

6. データソースをプロジェクトに追加した後は、そのデータを分析やレポート作成に使用できる

ようになります。  
ナビゲーション領域の  (タスク) をクリックします。タスクペインには、「SAS タスク」、

「最近使用した項目」、「お気に入り」の３つのビューがあります。ドロップダウンリストを

使用して、別のビューに切り替えることができます。 

7. すべてのタスクを表示し、記述カテゴリを展開して、データの特性分析をダブルクリックしま

す。 

タスクを開始する別の方法は次の通りです： 
• メインツールバーの  (タスクを開きます。) をクリックし、参照を選択します。タスクを

開くウィンドウで、記述カテゴリを展開し、データの特性分析を選択して、開くをクリック

します。 
• データグリッドツールバーのタスクをクリックし、参照を選択します。タスクを開くウィン

ドウで、記述カテゴリを展開し、データの特性分析を選択して、開くをクリックします。 

8. データの特性分析ウィザードは、3 つのステップを順に進みながら各オプションを変更できるウ

ィザード形式になっています。ステップ 1 では、分析対象のデータソースを確認します。次へ

をクリックします。 

タスクのステップ 2 では、要約レポート、グラフ、または出力データセットなど、レポートの

オプションをカスタマイズできます。 

9. 文字の列に対する度数カウントを含むデータセットの名前を変更するために、度数データペイ

ンの参照をクリックします。 

10. ファイル名フィールドに、CustomerCounts と入力し、保存をクリックします。 

11. タスクに関する詳細情報が必要な場合は、タスクダイアログボックスから Enterprise Guide の

ヘルプ機能にアクセスします。データの特性分析ウィザードの詳細については、ヘルプボタン
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をクリックします。データの特性分析ウィザードおよびレポートオプションの詳細に関するヘ

ルプの内容を確認します。確認が終わったら、ヘルプウィンドウを閉じます。 

12. 次へをクリックします。 

13. ステップ 3 では、変数ごとにレポートするカテゴリ値の一意な値の数を制限するため、15 と入

力します。 

14. 完了をクリックし、タスクを実行し、結果を表示します。 

注: タスクの実行状況を確認するには、Enterprise Guide の右下隅にある  (ブミットステ

ータス) をクリックします。サブミットステータスウィンドウが表示され、処理中のタ

スク、ステータス、およびサーバーが表示されます。 

15. 作業領域に、データの特性分析タブが開きます。 

字の列に対する度数カウント、数値の列に対する要約統計量、およびそれぞれの特徴を示す基

本的なグラフが出力されます。 

 

 
16. ナビゲーション領域のプロジェクトペインを確認します。データの特性分析がプロジェクトに

追加され、customers テーブルの下に配置されていることに注目します。これは、両者の関連

性を示しています。 

注: タスク名の横に警告アイコン  が表示される場合があります。これは、タスクは実行

されたものの、警告メッセージが発生したことを示しています。 

17. データの特性分析タブと customers テーブルタブを閉じます。 

18. プロセスフロータブを確認します。プロセスフローにデータの特性分析ウィザードが追加さ

れ、customers テーブルとリンクされています。 

19. これまでに生成されたタスク、コード、および結果を保存するには、プロジェクトを保存する

必要があります。メインメニューからファイル  名前を付けて”プロジェクト”プロジェクトの

保を選択します。必要に応じてマイコンピュータアイコンをクリックし、その後、適切なファ

イルの保存先に移動します。ファイル名に EGTraining と入力し、保存をクリックします。 
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20. プロジェクトペインまたはプロセスフロー内のデータの特性分析をダブルクリックして、タス

クの結果画面に戻ります。  

21. タスクコードを表示するには、タスクツールバーのコードタブをクリックします。 

注: SAS コードを保存、編集することで、タスクの結果をカスタマイズしたり、Enterprise 
Guide のポイント&クリック環境では利用できない SAS の機能を使用することができま

す。 

22. ログタブをクリックします。ログには、実行した各タスクに関する SAS からのメッセージが表

示されます。ログの上部には、エラー、警告、注の 3 つのタブが表示されます。各種類のメッ

セージは、対応するタブを使用して表示できます。注タブの選択を解除し、警告タブをクリッ

クすると、警告メッセージのみ表示できます。該当のメッセージをクリックすると、詳細ログ

で対応するコードを表示できます。 

23. 出力データタブをクリックします。このタスクでは、2 つのデータセットが作成されます。各デ

ータセットを表示するには、対応するタブをダブルクリックします。 

 

  
24. 出力データは、さまざまなソフトウエア形式にエクスポートできます。Microsoft Excel でデー

タを開くには、出力タブで開きたいデータセット名を右クリックし、共有  Microsoft Excel
に送る を選択します。Excel が開き、ワークシートに出力されたデータを確認したら、Excel を
保存しないで終了します。 

25. データの特性分析タブを閉じて、プロセスフローを表示します。 

26. プロジェクト内の項目を整理するため、複数のプロセスフローを作成し、名前を変更できま

す。プロジェクトペインのプロセスフローを右クリックし、名前の変更を選択します。 

Lesson 1 と入力します。 

27. もう 1 つ別のプロセスフローを作成します。ファイル  新規作成  プロセスフロー を選択し

ます。 

プロセスフローを作成する別の方法は次の通りです： 
• メインツールバーの  (項目を新規作成します。) をクリックし、プロセスフローを選択し

ます。 
• プロジェクトペインツールバーから、  (新規または既存の項目をプロセスフローに追加し

ます。) をクリックし、新規作成  プロセスフローを選択します。 

28. プロセスフローの名前を変更する別の方法として、項目のプロパティを使用する方法がありま

す。新しく作成されたプロセスフロータブで、  (プロパティを表示)をクリックします。開い

たプロパティウィンドウで、ラベルフィールドに Lesson 2 と入力し、OK をクリックします。 
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注: プロセスフローが 1 つしかないプロジェクトの場合、そのプロセスフローが開いている

かどうかに関わらず、その単一のプロセスフローに項目が追加されます。 

複数のプロセスフローがあるプロジェクトでは、その項目がアクティブなプロセスフロ

ーのタブに追加されるか、プロセスフローを選択するように求められます。項目をある

プロセスフローから別のプロセスフローへ移動したり、コピーして貼り付けたりするこ

とができます。 

29.  (“EGTraining” プロジェクトの保存) をクリックし、プロジェクト全体を保存します。 

注: プロジェクト内のアクティブな項目のみ保存するか、埋め込みファイルと外部参照ファ

イルの両方を含む、プロジェクト全体を保存するかを選択できます。プロジェクト内の

アクティブな項目が埋め込みファイルの場合、プロジェクト全体が保存されます。 
埋め込みファイルや外部参照ファイルを含むプロジェクト全体を保存するには、次のい

ずれかの方法を使用します。 
• メインメニューからファイル  すべて保存 を選択します。 
• メインツールバーの  (すべてのファイルを保存します。) をクリックします。 
• Ctrl+Shift+S を押します。 
• プロジェクトペインツールバーの  (すべての項目を"XXX" プロジェクトに保存し

ます。) をクリックします。 
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1.3 SAS Enterprise Guide 参考資料集 

<SAS Enterprise Guide 基本マニュアル> 

SAS Enterprise Guide の使用方法に不明な点があれば、以下を参考になさってください。 

■SAS® Enterprise Guide® 8 入門ガイド： 

EG の基本的な使用手順について確認する場合は、こちらをご参照ください。  

https://support.sas.com/documentation/onlinedoc/guide/tut8/ja/ 

※ご使用の Enterprise Guide のメインメニューのヘルプ  チュートリアルからでもアクセスで

きます。 

 

■ SAS® Enterprise Guide® 8.6: ユーザーガイド：  

SAS Enterprise Guide の機能を全般的にご紹介しているユーザー向けのマニュアルです。まず

はこちらをご参照ください。  

https://go.documentation.sas.com/doc/ja/egcdc/8.6/egdoccdc/egug/titlepage.htm  

※ご使用の Enterprise Guide のメインメニューのヘルプ  SAS Enterprise Guide ヘルプからで

もアクセスできます。 

 
■SAS® Enterprise Guide® 8.6 および SAS® Add-In 8.6 for Microsoft Office の SAS®タスク：  

EG のタスク機能について確認する場合は、こちらのマニュアルをご参照ください。  

https://go.documentation.sas.com/doc/ja/egcdc/8.6/egdoccdc/egamotasks/titlepage.htm 
 

■SAS® Enterprise Guide® 8 入門ガイド： 

EG のタスク機能について確認する場合は、こちらのマニュアルをご参照ください。  

https://support.sas.com/documentation/onlinedoc/guide/tut8/ja/ 

 

  

https://support.sas.com/documentation/onlinedoc/guide/tut8/ja/
https://go.documentation.sas.com/doc/ja/egcdc/8.6/egdoccdc/egug/titlepage.htm
https://go.documentation.sas.com/doc/ja/egcdc/8.6/egdoccdc/egamotasks/titlepage.htm
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<コミュニティサイトのご紹介> 
使用方法に迷ったときなどは、ユーザーコミュニティサイトをご活用ください。 

■SAS Japan サポートコミュニティ  

SAS Japan のテクニカルサポートが運営しているコミュニティサイトです。  

https://communities.sas.com/t5/SAS-Japan/gh-p/japan  

>SAS Japan Discussions  
https://communities.sas.com/t5/SAS-Japan-Discussion/bd-p/japanforum-board 

日本語で質問を投稿し、ユーザー同士、場合によっては弊社スタッフも参加してサポートする

ページです。  

>SAS Japan FAQ  
https://communities.sas.com/t5/FAQ/tkb-p/japantkb-board 

Technical Support に過去によく寄せられた質問とその回答を投稿しているページです。  

■SAS Enterprise Guide Community  

SAS グローバルで運営している Enterprise Guide 専用の英語のコミュニティサイトです。  

https://communities.sas.com/t5/SAS-Enterprise-Guide/bd-p/sas_eg 

SAS グローバルで運営している英語のコミュニティサイトは、製品別、分野別に多くありま

す。 以下のサイトがそのホームページですので、ぜひアクセスしてみてください。 

https://communities.sas.com/ 

 
  

https://communities.sas.com/t5/SAS-Japan/gh-p/japan
https://communities.sas.com/t5/SAS-Japan-Discussion/bd-p/japanforum-board
https://communities.sas.com/t5/FAQ/tkb-p/japantkb-board
https://communities.sas.com/t5/SAS-Enterprise-Guide/bd-p/sas_eg
https://communities.sas.com/
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2.1 SAS データ構造の理解 

 
データへのアクセスは、プロジェクト開発の第一歩です。データにはさまざまな形式があります

が、SAS を使えば、こうした多様なデータに簡単にアクセスし、レポート作成や分析に活用するこ

とができます。 

 

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.

3

データへの
アクセス

データの

探索

データの

準備

データの
分析とレ
ポート作成

結果の

共有

プロジェクトの開発
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データのタイプ

非構造化データ構造化データ

SAS、Oracle、Teradata、Microsoft Excel、
Hadoop、Versa テーブルなど

定義された行と列が含まれる

多くのタイプがSASで読み込み可能



2-4 2.1  SAS データ構造の理解 

Copyright © 2026, SAS Institute Inc., Cary, North Carolina, USA. ALL RIGHTS RESERVED. 

 

 
SAS テーブルは、列と行が定義された構造化データファイルです。SAS テーブルのファイル拡張子

は .sas7bdat です。 
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5

データのタイプ

テキスト、区切り文字、JSON、Webログ、その他のファイル

データは含まれるが、定義された列は含まれない

SASにインポートする必要がある

非構造化データ構造化データ
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6

SAS テーブルとは何か?

.sas7bdat

構造化データ
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SAS テーブルには、ディスクリプタ部とデータ部の 2 つの部分があります。  
• ディスクリプタ部には、テーブルの属性、つまりメタデータに関する情報が含まれています。メ

タデータには、テーブル名、行数、テーブルが作成された日時など一般的なプロパティが含まれ

ます。ディスクリプタ部には、列の定義も含まれます。  
• SAS テーブルのデータ部には、列に格納されたデータ値が含まれています。  
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SAS テーブルとは何か?

SAS テーブル

データ部

ディスクリプタ部

• テーブル名
• 行数
• 作成非
• 列名
• 列属性

データ値

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.

8

SAS 用語

SAS テーブル or SASデータセット
列または
変数

行または
オブザベーション
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注: デフォルトでは、Enterprise Guide は SAS の初期化時に VALIDVARNAME=ANY オプション

を指定するため、列名にスペースや特殊記号を使用できます。ただし、すべての SAS 環境

でこのオプションが指定されるわけではありません。Enterprise Guide で生成されたコード

を他のアプリケーションで実行する予定がある場合は、列名について標準的な SAS の命名

規則に従う必要があります。 
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名前

タイプ

長さ

SASテーブルに必要な列属性

SASでは、すべての列

に名前、タイプ、および
長さが必要です。
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名前

タイプ

長さ

必要な列属性: 名前

アルファベットまたは
アンダースコアで始まる

1 – 32 文字

大文字、小文字、または
その混在を使用できる

アルファベット、数字または
アンダースコアが続く
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Enterprise Guide に標準の SAS 命名規則を強制的に提供するには、ツール  オプション  
データ > 一般を選択します。 次に、命名オプションペインで、有効な変数名 オプションを

基本変数名 (V7) に変更します。 

 

 
SAS 日付値は、1960 年 1 月 1 日から指定の日付までの、経過日数を表します。1960 年 1 月 1 日よ

り前の日付は、負の値として格納されます。 

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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名前

タイプ

長さ

必要な列属性: タイプ

• 文字
• 数字
• 特殊文字
• ブランク

• 0 – 9 の数字
• マイナス記号
• 小数点
• 指数表記 (E)

数値 文字

20568 -25.43

20E5

CA 555-1212 2056
8

#Love this product!
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名前

タイプ

長さ

必要な列属性: タイプ

01Jan1959   01Jan1960   01Jan1961

-365          0         366

数値
SAS 日付

日付を数値として
保存すると、計算
が容易になります。
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名前

タイプ

長さ

必要な列属性: 長さ

1 - 32,767 バイト
(1 バイト = 1 文字)

8 バイト
(16桁までの有効数字)

数値 文字
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2.01 アクティビティ

1. サーバーペインを使用して、コースファイルの保存場所に移動し、data
フォルダを開きます。

2. employee_donations.sas7bdat SAS テーブルをダブルクリックし
て表示します。

データ内の欠損値(文字データおよび数値データ)はどのように表現されて
いますか？
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列には、出力形式、入力形式、ラベルなどのオプション属性が設定される場合があります。 
• 出力形式は、値の表示方法を制御するために使用されます。出力形式は、値の保存方法には影響

しません。  
• 入力形式は、列へのデータの読み込み方法を SAS に指示します。  
• ラベルは、列名の代わりに表示できる、説明的な列見出しを提供します。ラベルは最大 256 文字

までで、任意のテキストを含めることができます。  
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列属性

出力形式 (オプション)

ラベル (オプション)
入力形式 (オプション)

長さ (必須)

名前 (必須)

タイプ (必須)
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18

出力形式とラベルの使用

orion_profit
ProfitQuantity 

Ordered
Order 

Placement DateCustomer NameOrder ID

$54.20115Mar2017Lee Neppel1235183478      
$67.00223Jun2015Eulla Ivery1230950247

$4.75115Feb2019Julia Yeo1241447239
$56.80113Mar2017Reinhard Duisberg1235156347 

出力形式: DOLLAR
幅:                  10
小数点以下の桁数:  2
格納値:     56.8

出力形式: DATE
幅: 9
格納値: 20891

名前:    Order_Date
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出力形式の幅は、小数点や特殊文字を含めた、フォーマットされた値の合計幅を指定します。 

例：フォーマットされた値 $56.80  →  幅は 6 必要です。 
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2.02 アクティビティ

1. サーバーペインを使用して、コースファイルの保存場所に移動し、data
フォルダを開きます。

2. employee_master.sas7bdat SAS テーブルをダブルクリックし手表
示します。

3. Birth_Date、Hire_Date、およびTermination 列を確認してください。

データ内では日付はどのように表現されていますか？
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2.2 データへのアクセス 

 
SAS ライブラリは、SAS またはユーザーによって定義され、認識され、アクセス可能なファイルの

集合です。 

エンジンは、ライブラリと共に使用され、データの種類や読み取り豊富を指定するために使用され

ます。 
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SASライブラリを使用したデータアクセス

エンジン
SAS

ライブラリ

データの

場所
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2.03 アクティビティ

1. サーバーペインで、サーバー ローカル  ライブラリを展開します。

2. 割り当て済みのライブラリを確認します。

どのようなSASライブラリがリストされていますか？
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自動SASライブラリ

• 一時的

• SASを終了すると、コンテンツは削除される

• ライブラリが指定されていない場合のデフォルト
Work

• 永続的、読み取り専用

• 利用可能なサンプルデータが含まれる

• このライブラリにはコンテンツは保存できない
Sashelp
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2.3 データファイルのインポート 

 
Enterprise Guide を使用すると、ローカルネットワークや SAS サーバー上に保存されている、

Microsoft Access、Microsoft Excel、HTML、テキストファイルなど、さまざまなデータファイルを

開いて操作することができます。 
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その他のデータを開く

Microsoft Access

Microsoft Excel

HTML

テキスト (区切り または 固定
列)  CSV
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2.04 アクティビティ

作業領域でLesson 2プロセスフローのタブが開いていることを確認します。

開いていない場合は、プロジェクトペインでLesson 2プロセスフローをダブルク
リックします。

ファイル 開く を選択し、コースデータの場所に移動します。

products Excelファイルを開くとどうなりますか？
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プロジェクトで非構造化データを使用するには、ファイルをインポートし、SAS テーブルとしてコ

ピーを作成します。 

データのインポートウィザードを使用すると、テキスト、HTML、または Microsoft Excel や
Microsoft Access を含む PC ベースのデータベースファイル、その他の一般的な形式から SAS テー

ブルを作成することができます。 

Enterprise Guide が読み込めるファイル形式の詳細については、「SAS Enterprise Guide 8.2: 
User’s Guide」の SAS Enterprise Guide が読み込み書き込みを行うファイルの種類 を参照してくだ

さい。 

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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非構造化データのインポート

非構造化

データ

データのインポート

ウィザード

SAS テーブル

(構造化データ)

https://go.documentation.sas.com/?docsetId=egug&docsetTarget=p0h3z2i37q2hmwn13arzzcx2ko1s.htm&docsetVersion=8.2&locale=ja
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演習：データのインポートウィザードの使用 

 

Microsoft Excel ワークシートをインポートして、SAS テーブルを作成する方法を説明します。 

1. EGTraining プロジェクトの作業領域に Lesson 2 プロセスフローが開いていることを確認しま

す。開いていない場合は、プロジェクトペインから Lesson 2 プロセスフローをダブルクリック

して開きます。 

2. サーバーペインから、コースデータの場所に移動し、products.xlsx を右クリックし、データの

インポートを選択します。 

注: 前のアクティビティを完了している場合、Lesson 2 プロセスフローに products.xlsx フ

ァイルへのショートカットが追加されています。プロジェクトペインまたはプロセスフ

ロー内の Excel ファイルを右クリックし、データのインポートを選択してください。 

3. データのインポートウィザードが起動します。products Excel ワークブックがソースデータフ

ァイルであり、出力 SAS テーブルが products であることを確認し、次へをクリックします。 

注: 作成される SAS テーブルの保存先は、別のライブラリを選択することで変更できま

す。デフォルトのライブラリを決定するために、Enterprise Guide は次の順序で最初の

書き込み可能なライブラリを検索します： egtask、gridwork、Work、Sasuser。デフ

ォルトのライブラリはツール  オプション  出力ライブラリを選択して変更できま

す。 

4. ステップ 2 で、ProductList ワークシートが選択されていることを確認します。範囲の先頭行

にフィールド名を挿入する および SAS 命名規則に準拠するように列名を変更する チェックボ

ックスをチェックし、次へ をクリックします。 

注: SAS 命名規則に準拠するように列名を変更する オプションを選択すると、列名は 32 文

字に切り捨て、スペースや特殊記号はアンダースコアに置き換えられます。 

5. ステップ 3 で、フィールド属性に対して以下の変更を行います: 

a. 1 行目の名前を Product_ID に、ラベルを 商品コード に変更します。 

b. Supplier_ID の種類(タイプ)を、文字列 に変更します。文字列の長さを決定する方法を選択

するように求められます。列のすべての値をスキャンが選択されていることを確認し、OK
をクリックします。  

注: 文字列の長さは、1 つのデータ値に格納できる最大文字数に対応します。 

c. 次へをクリックし、ステップ 4 に進みます。 

6. 詳細設定のデフォルトを受け入れます(何も選択されていません)。  

注: 詳細設定について詳しく知りたい場合は、ヘルプボタンをクリックします。 

7. 完了をクリックしてインポート処理を完了します。 
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データのインポートタブが表示され、出力データが表示されます。 

   
8. データ行の総数を確認するには、データグリッドの右側にある縦スクロールバーをクリックし

ます。 

 
9. デフォルトでは、データグリッドには列名が表示されます。列ラベルを表示するには、データ

グリッドのツールバーの右端にある  (詳細オプション) をクリックし、ラベルの表示を選択し

ます。Product_ID 列のラベルには、商品コード と表示されることを確認します。 

  
注:  データグリッドの  (詳細オプション) をクリックし、ラベルの表示 を選択すると、列

名にラベルを使用する オプションが有効になります。このオプションを有効にすると、

データグリッド、クエリビルダ、データエクスプローラ、およびタスクのデータページ

で、列名ではなく列ラベルが表示されます。 

10. データグリッドの右端にある  (詳細オプション) をクリックし、名前の表示を選択し、列名の

表示に戻ります。 
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11. コードタブをクリックし、生成された SAS プログラム(DATA ステップ)コードを表示します。 

  
12. データのインポートタブを閉じて、Lesson 2 プロセスフローを表示します。 

13. 作成される SAS テーブルの名前を強調するため、データのインポートタスクの名前を変更しま

す。プロジェクトペインまたは Lesson 2 プロセスフロー内のデータのインポートアイコンを右

クリックし、名前の変更を選択します。Products のインポートと入力します。 

  
14. EGTraining プロジェクトを保存します。 
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アクティビティの解答 
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2.01 アクティビティ – 解答

データ内の欠損値(文字データおよび数値データ)はどのように表現されて
いますか？

文字は
ブランク表記

数値は
ピリオド表記

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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2.02 アクティビティ – 解答

データ内では日付はどのように表現されていますか？

Hire_Date は
月/日付/年の形式です。

Birth_Date は、日付、
月、年の形式です。

Termination
は数値です。
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2.03 アクティビティ – 解答

どのようなSASライブラリがリストされていますか？

割り当て済みのSAS
ライブラリには、MAPS、

WORK、SASHELP、
およびSASUSERなどが

含まれます。

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.

29

2.04 アクティビティ – 解答

products Excelファイルを開くとどうなりますか？

Microsoft Excel でワーク
ブックが開きます。Excelを
閉じると、開いているプロ
ジェクトにこのファイルへの
ショートカットが追加されて
いることがわかります。
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3.1 タスク概要 
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データへ
のアクセス

データの
探索

データの

準備

データの
分析とレ
ポート作成

結果の
共有

プロジェクトの開発
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タスクとは？

タスクとは、プロジェクト
内のデータに対して実行
できる、特定の種類の
分析、レポート、または

データ操作です。

データへの
アクセス

データの
探索

データの

準備

データの

分析と

レポート作成

結果の

共有
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タスクウィンドウ データに対して実行できる特定の種類の分析やレポートへの、ポイント&ク
リック方式のインターフェイスを提供します。 

タスクウィザード 限られた数のオプションを表示することで、いくつかの SAS タスクにアクセ

スするための迅速なステップバイステップの手順を提供します。 
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タスクウィンドウとタスクウィザード
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タスクの操作

データソース
の選択

列の役割と
プロパティの設定

タスクの
オプションの

指定

タイトルと
フットノートの提供
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タスクを開始するには、入力データソースを選択します。タスクウィンドウでは、以下の操作を行

うことができます: 
• 結果を生成するために列をどのように使用するかを定義し、列のプロパティを変更します。 
• タスクのオプションを指定します。 
• 説明用のタイトルやフットノートを追加します。 
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タスクのレポートの出力フォーマット

HTML (デフォルトフォーマット)

SAS Report

Listing

Excel

PDF

PowerPoint

RTF
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3.2 リストレポートの作成 

 
リストタスクを使用すると、単純な一覧表示から、データをグループ化し、数値列の合計や小計を

計算する高度にカスタマイズされたレポートまで、さまざまなレポートを作成できます。 
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リストレポート

customers
BirthDateAgeGroupID
19JAN199623Orion Club Gold members570
23JAN200019Orion Club members571

..Orion Club members572

..Orion Club members573
24SEP200019No membership574
28JAN194673Orion Club members575

データの検証を
行うために、顧客
リストが必要です。
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リストタスク
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演習：リストタスクを使用したリストレポートの作成 

 

リストタスクを使用して、ID、名前、誕生日、年齢、年齢層を含む、国別の顧客リストのレポート

を作成します。  

1. EGTraining プロジェクトに、ファイルメニュー→新規作成→プロセスフローを選択し、新規プ

ロセスフローを作成します。 

2. プロジェクトペインで作成した新しいプロセスフローを右クリック→名前の変更を選択し、

Lesson 3 という名前に変更します。 

3. サーバーペインからコースデータの場所に移動し、Lesson3 プロセスフローに

customers.sas7bdat をドラッグ&ドロップして、customers テーブルを追加します。 

4. データグリッドのツールバーから、タスク  参照  記述統計  リスト  開く を選択して、

リストタスクを開きます。  

リストタスクが表示されると、選択ペインでは、先頭のデータ選択ペインがデフォルトで選択

されています。ここで列を選択し、特定の役割に割り当ててレポートを生成します。 

5. Ctrl キーを押したまま、変数リストにある、Customer_ID、Customer_Name、
Customer_BirthDate、Customer_Age、および Customer_Age_Group をクリックし、タス

クの役割にある、リスト変数役割にドラッグします。この役割に割り当てられた列は、リスト

されている順番でレポートに表示されます。 

6. Customer_Country をグループ分析役割にドラッグします。これにより、国別に顧客リストが

生成されます。  

Note: 変数リストペインで列を選択し、  を使用してタスクの役割に割り当てることもでき

ます。 

7. レポートにタイトルを指定するため、タイトル選択ペインを選択します。デフォルトテキスト

を使用する チェックを外し、テキストの入力フィールドにあるデフォルトテキストを削除し、

Orion Star 社顧客リストと入力します。 
注: タイトルウィンドウの選択内容ペインで、分析が選択されている場合、テキスト入力域

にはタイトルのテキストのみが表示されます。フットノートを表示するには、選択内容

ペインでフットノートを選択します。 
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8. 実行をクリックし、レポートを作成します。タスクのタブに、タスク結果が表示されます。 

 
 

9. 行番号列の代わりにデータからの列に置き換えます。タスクの設定を変更するため、タスクツ

ールバーから  (タスクの変更) をクリックします。 

10. ラベルの識別役割を使用して、行番号列を置き換えます。リスト変数役割から、Customer_ID
をラベルの識別役割にドラッグします。 

注: ラベルの識別役割に、列を割り当てずに行番号を削除するには、オプション選択ペイン

で、行番号をプリントするのチェックを外します。 

11. Customer_Name 列のラベルを変更するため、タスクの役割にある列名を右クリックし、プロ

パティを選択します。プロパティウィンドウのラベルフィールドに、顧客名と入力し、OK をク

リックします。 

12. 同様の操作を行い、他の列ラベルを以下の通り変更します： 
• Customer_BirthDate を 誕生日 に変更します 
• Customer_Age を 年齢 に変更します 
• Customer_Age_Group を 年齢層 に変更します 

注: デフォルトでは、タスクリストには列名が表示されます。ラベルを表示するには、列を

右クリックし、ラベルを表示を選択します。 
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13. プロジェクト内でタスクにより説明的なラベルを付けることで、タスクを容易に識別できるよ

うになります。選択ペインでプロパティを選択し、編集をクリックし、ラベルフィールドに、

顧客リストと入力し、OK をクリックします。 

14. 実行をクリックしてレポートを作成します。 タブの名前が顧客リストに変更されたことに注目

してください。 

 
15. 顧客リストタブを閉じます。 Lesson 3 プロセスフローには以下のようなフローが追加されま

す。  

 
16. EGTraining プロジェクトを保存します。 
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3.3 度数レポートの作成 

 
一元度数表タスクを使用すると、次のような質問に答えることができます: 
• 毎年、いくつの商品が販売されていますか？ 
• 各年齢層には、何人の顧客がいますか？ 
• 各部門には、何人の従業員がいますか？ 

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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度数レポート

いくつですか
…?
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3.01 多肢選択式質問

プロジェクト内の任意のデータソースを選択し、タスクペインから一元度数
表タスクを開きます。どのタスクの役割に変数の割り当てが必要ですか？

a. 分析変数

b. 度数カウント

c. グループ分析
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演習：一元度数レポートの作成 

 
Orion Star 社の経営陣は、カテゴリごとの商品数をまとめたレポートを必要としています。一元度

数表タスクを使用して、このレポートを作成します。 

1. Lesson 3 プロセスフローに products.sas7bdat を追加します。 

2. データグリッドのツールバーからタスク  参照  記述統計  一元度数表を選択して、一元度

数表タスクを開きます。 

3. 変数リストペインから Product_Category をドラッグし、タスクの役割ペインの分析変数の役

割にドロップします。 

 
4. 選択ペインから統計量 を選択します。度数とパーセントの統計量のみを求めるために、度数分

布表のオプションペインから度数とパーセントを選択します。 

 
5. 選択ペインから 結果 を選択します。度数集計とパーセントを含むデータセットを作成するため

に、度数とパーセントを含むデータセットを作成する チェックボックスを選択します。参照を

クリックし、ファイル名に ProductCounts と入力し、保存 をクリックします。 

 
6. 選択ペインから タイトル を選択します。タイトルを修正するために、デフォルトテキストを使

用する チェックボックスを外します。テキスト入力域にあるデフォルトのタイトル(一元度数表 

結果)を削除し、カテゴリごとの商品数 と入力します。 
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注: タイトルウィンドウの選択内容ペインで、分析が選択されている場合、テキスト入力域

にはタイトルのテキストのみが表示されます。フットノートを表示するには、選択内容

ペインでフットノートを選択します。 

7. プロジェクト上の一元度数表タスクのアイコンをより分かりやすくするため、選択ペインのプ

ロパティから編集をクリックします。ラベルフィールドに カテゴリ別ごとの商品数 と入力し、

OK をクリックします。 

8. 実行をクリックし、レポートを生成します。結果タブでレポートを確認します。出力データタ

ブをクリックし作成されたデータセットを確認します。 

   
9. 出力のタイトルに自動的に追加される FREQ プロシジャ を削除するには、ツール  オプショ

ン を選択します。オプションウィンドウの、選択ペインから  タスク > 一般 を選択します。結

果に SAS プロシジャのタイトルを含めるチェックボックスをクリアし、OK をクリックしてオ

プションウィンドウを閉じます。 

 
注: タスク > 一般 ペインでは、デフォルトのフットノートの修正・削除も行えます。 

10. 同じ設定のままタスクを再実行するため、  (実行) をクリックします。 
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11. カテゴリごとの商品数タブと products タブを閉じます。Lesson 3 プロセスフローを確認しま

す。 

 
12. EGTraining プロジェクトを保存します。 
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3.4 要約統計量レポートの作成 

 
要約統計量タスクを使用すると、データ内のグループに基づいて要約統計量を計算できます。出力

として、レポート、グラフ、データセットを作成することができます。 
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要約統計量

Sports 
Line

Indoor 
Sports

Racket 
Sports

Swim 
Sports

Team 
Sports

Winter 
Sports

製品ラインおよび

カテゴリ別の利益額
はどのようになって

いますか？
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要約統計量: タスクウィンドウ or タスクウィザード
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要約統計量タスクでは、ウィザードと標準のタスクウィンドウの両方を使用できます。  
以下は、標準のタスクウィンドウでは実行できますが、ウィザードでは実行できない機能の一部で

す: 
• 分類変数による並べ替え 
• 分類変数に対する出力形式の適用 
• 計算に欠損値を含む 
• 分類変数の組み合わせの指定 
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要約統計量レポートサンプル
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演習：要約統計量の作成 

 

経営陣は、製品ラインおよびカテゴリごとの利益をまとめたレポートを必要としています。HTML
レポートに加え、経営陣は共有フォルダ上の Excel ファイルとしてアクセスしたいと考えていま

す。 

1. Lesson 3 プロセスフローに orion_profit.sas7bdat を追加します。 

2. データグリッドのツールバーからタスク  参照  記述統計  要約統計量ウィザードを選択

し、開くをクリックして、要約統計量ウィザードタスクを開きます。 

3. 1 つ目の画面では、データを確認し、次へをクリックします。 

4. 2 つ目の画面では、タスクの役割に変数を割り当てます。要約統計量を生成する変数 (分析変数) 
役割に Profit をドラッグします。分類に使用する変数 (分類変数) に、最初に Product_Line を
ドラッグし、次に Product_Category をドラッグします。次へをクリックします。 

 
5. 3 つ目の画面では、レポートに出力する統計量を指定します。編集をクリックします。 

a. 基本タブでは、標準偏差、最小値、最大値、オブザベーションの数のチェックを外します。 

b. 合計を選択します。 

c. 小数点以下の桁数を 2 に変更します。 

d. パーセント点タブをクリックし、中央値を選択します。 

e. OK をクリックします。 

6. 3 つ目の画面の設定を続けます。レポートにグラフを追加するため、箱ひげ図にチェックを入れ

ます。 

7. 統計量をデータセットに保存するにチェックを入れ、参照をクリックします。ファイル名に

profit_summary と入力し、保存をクリックします。 
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8. 次へをクリックします。 

9. 4 つ目の画面では、分析でデフォルトタイトルを削除し、代わりに製品ライン/カテゴリ別の利

益の要約と入力します。  

 
10. 完了をクリックします。結果が作業領域の新しいタブに表示されます。 

11. レポート結果を確認します。 
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12. 出力データタブをクリックし、出力テーブルを表示します。 

 
13. タスクの名前をわかりやすくするために、プロジェクトペインの要約統計量を右クリックし、

名前の変更を選択します。製品別利益の要約と入力します。 

 
14. 出力データを自動的に Excel に出力するため、タスクツールバーから共有  出力データ  プロ

ジェクトのステップとしてエクスポートを選択します。 
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15. エクスポートウィザードの 1 つ目の画面では、TMP00001.orion_profit の要約統計量が選択さ

れていることを確認し、次へをクリックします。 

16. 2 つ目の画面では、出力ファイルの種類として、Microsoft Excel ワークブック(*.xlsx) を選択

し、次へをクリックします。 

17. 3 つ目の画面では、列名にラベルを使用するにチェックを入れ、次へをクリックします。 

18. 4 つ目の画面では、出力ファイルの名前を変更します。 

a. 参照をクリックし、講師の指示するフォルダへ移動します。 

b. ファイル名に Profit_Summary と入力し、保存を選択します。 

注: 既存の出力を上書きするのチェックを外すと、同じ名前のファイルが存在する場合、既

存のファイル名の後に、実行した日時を追加した新しいファイル名になります。 

19. 次へをクリックしてエクスポートの設定内容を確認後、完了をクリックします。  

20. タスク用に新しいタブが表示され、Profit_Summary.xlsx ファイルのエクスポートが正常に行

われたことを示します。  

21. ファイルのエクスポートタブおよび製品別利益の要約タブを閉じます。  

22. プロジェクトにエクスポートタスクが追加されたことを確認します。 

 
注: プロセスフロー全体を実行すると、要約統計量タスクの実行後、ファイルのエクスポー

トタスクが実行され、すべての結果が更新されます。 

23. EGTraining プロジェクトを保存します。 
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3.5 集計表の作成 

 
集計表タスクは、単純なものから高度にカスタマイズされたレポートまで、記述統計量を表形式で

表示します。このタスクでは、ウィザードと標準のタスクウィンドウの両方を使用できます。ま

た、レポートの各セクションに異なるフォント、スタイル、背景色を選択できるなど、表示に関す

るオプションも豊富に用意されています。  
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集計表の使用

顧客は何を
購入しているか？
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24

集計表レポートサンプル

15～30歳までの
年齢層向けに

販売された衣料品
(Clothes)の合計

利益はどれくらい
ですか？
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集計表レポートサンプル：回答

15～30歳までの
年齢層向けに

販売された衣料品
(Clothes)の合計
利益は$1,002.35

です。
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演習：表形式の要約レポートの作成 

 

orion_profit テーブルを使用して、製品カテゴリと顧客年齢層ごとの利益の合計を表示する集計レ

ポートを作成します。 

1. Lesson 3 プロセスフローにある orion_profit.sas7bdat を右クリックし、SAS タスクの参照  
記述統計  集計表ウィザードを選択し、開くをクリックして、集計表ウィザードタスクを開き

ます。 

2. 1 つ目の画面では、データを確認し、次へをクリックします。 

3. 2 つ目の画面では、分析変数と統計量を割り当てます。利益の合計を計算するため、追加  
Profit を選択します。 

4. 出力形式を適用してテーブルに通貨の値として表示させるため、参照をクリックします。カテ

ゴリから通貨を、出力形式から DOLLARw.d を選択します。全体の幅を 8 に、小数点以下の桁

数を 0 とします。OK をクリックし、次へをクリックします。 

 
5. 3 つ目の画面では、表の行と列に配置する分析変数を割り当てます。列では、追加  

Customer Age Group を、行では、まず、追加   Product_Line を選択し、次に追加   
Product_Category を選択し、次へをクリックします。 



3-24 3.5  集計表の作成 

Copyright © 2026, SAS Institute Inc., Cary, North Carolina, USA. ALL RIGHTS RESERVED. 

 
6. 4 つ目の画面では、列に総計のみが選択されていることを確認し、行には、水準別の合計を選択

し、次へをクリックします。 

 
7. 次へを 2 回クリックして残りの 2 画面を先に進めます。完了をクリックし結果を出力します。 
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8. さらに修正を行い、集計表ウィザードで作成したレポートの見栄えを改善します。タスクのツ

ールバーからタスクの変更をクリックします。 

9. 次へをクリックし、２つ目の画面に進みます。列見出しとして表示されている Profit および合

計の見出しを削除するため、分析変数のラベルと統計量のラベルを非表示に変更します。 

 
10. 次へをクリックし、3 つ目の画面に進みます。Product_Line および Product_Category のヘッダ

ーを削除するため、詳細オプションを選択し、行ヘッダーを表示しないにチェックを入れ、OK 
をクリックします。 

11. 完了をクリックし、結果を確認します。 

 
12. 集計表タブを閉じ、EGTraining プロジェクトを保存します。 
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3.6 グラフの作成 

 
グラフは次のようなデータの分布に関する疑問に答えるのに役立ちます: 
• 国別の顧客の平均年齢はどうなっていますか? 
• 顧客の年齢層ごとの売上高を比較するとどうなっていますか? 
• 部門ごとの給与の分布はどうなっていますか? 
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グラフを使用したデータの分析
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Enterprise Guide には、棒-折れ線グラフ、棒グラフ、マップチャート、タイルグラフなど、グラフ

を作成する様々なタスクが用意されています。 
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SAS Enterprise Guideで使用可能なグラフ
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グラフサンプル

31～45歳の年齢層

の顧客からの注文は
全体の何％を占めて

いますか？



3-28 3.6  グラフの作成 

Copyright © 2026, SAS Institute Inc., Cary, North Carolina, USA. ALL RIGHTS RESERVED. 
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棒グラフサンプル：回答

31～45歳の年齢層

の顧客からの注文は
全体の37.8%を
占めています。
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演習：棒グラフの作成 

 

顧客の購買傾向をより深く把握するため、スポーツ用品の製品ラインの担当者は、製品グループご

との平均利益額を確認したいと考えています。  

棒グラフタスクを使用して、変数への出力形式の適用、棒の形状の変更、軸ラベルのカスタマイ

ズ、横軸または縦軸への参照線の追加などカスタマイズを行うことができます。 

1. Lesson 3 プロセスフローにある orion_profit.sas7bdat を右クリックし、SAS タスクの参照  
グラフ  棒グラフを選択し、開くをクリックして、棒グラフタスクを開きます。 

2. まず、作成するグラフの種類として、横棒グラフ（色付き）を選択します。 

 
3. 選択ペインからデータを選択します。 

4. 編集をクリックし、orion_profit テーブルへフィルタを適用します。  

5. 最初のドロップダウンリストから Product_Line を選択し、2 つ目のドロップダウンリストから

次の値に等しいを選択します。3 つ目のボックスの隣にある、  (値セレクタ) をクリック

し、データから特定の値を取得します。今回は、Sports を選択し、OK を押します。  

 
6. OK をクリックし、棒グラフタスクの画面に戻ります。 

7.  Product_Category をグラフ変数 役割に、Profit を合計 役割にドラッグします。 
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8. 選択ペインからレイアウトを選択します。2D のチェックボックスをクリアし、形状をシリンダ

ーに変更します。順序をバーの高さの降順に変更します。 

 
9. 選択ペインから X 軸 – 軸を選択します。ラベルボックスに、平均利益と入力し、フォントサイ

ズを 12 に変更します。 

 
10. 選択ペインから X 軸 – 参照線 を選択します。参照線を使用する チェックボックスを選択しま

す。その後、線の値を指定する チェックボックスを選択します。10 と入力し、追加 をクリッ

クするか、Enter キーを押します。同様に、20、30、および 40 にも繰り返します。スタイルを

破線に、色を 灰色 – 40% に変更します。 

 
11. 選択ペインから Y 軸 – 参照線 を選択します。ラベルボックスに、製品カテゴリと入力します。 
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12. 選択ペインから詳細 を選択します。バーの計算に使用する統計量に、平均を選択します。バー

に補油時する統計量を 1 つ指定する チェックボックスを選択し、平均を選択します。 

 
13. 選択ペインから タイトル を選択します。グラフのタイトル用に、デフォルトテキストを使用す

る チェックボックスを外します。テキスト入力域にあるデフォルトのタイトル(棒グラフ)を削

除し、1 行目にスポーツ製品ライン と入力し、2 行目に製品グループごとの平均利益と入力し

ます。選択内容から フットノート を選択し、デフォルトテキストを使用する チェックボック

スを外し、テキスト入力域にあるデフォルトのフットノートを削除します。 

     
14. 選択ペインから プロパティ を選択し、編集をクリックします。一般ペインで、タスクのラベル

を、スポーツ製品ラインの平均利益/グループに変更します。OK をクリックします。 
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15. 実行をクリックし、グラフを生成します。結果は新しいタブに表示されます。 

 
16. スポーツ製品ラインの平均利益/グループタブを閉じ、EGTraining プロジェクトを保存します。 
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アクティビティの解答 
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3.01多肢選択式質問– 解答

プロジェクト内の任意のデータソースを選択し、タスクペインから一元度数
表タスクを開きます。どのタスクの役割に変数の割り当てが必要ですか？

a. 分析変数

b. 度数カウント

c. グループ分析
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4.1 フィルタと並べ替え 

 
このレッスンでは、データのサブセット作成、新規列の作成、データのグループ化と要約、および

テーブルの結合など、データの準備について学びます。 
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データへ
のアクセス

データの

探索

データの
準備

データの
分析とレ
ポート作成

結果の

共有

プロジェクトの開発
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4

データへのクエリ

フィルタと並べ替えタスク クエリビルダ

クエリビルダには以下
の機能があります：
・列の選択
・行のフィルタ
・データの並べ替え
・列のプロパティ変更

・データのグループ化
と要約
・一意な行の選択
・テーブルの結合

フィルタと並べ替えタス
クには以下の機能が
あります：
・列の選択
・行のフィルタ
・データの並べ替え
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クエリを使用すると、指定した条件に基づいて 1 つ以上のテーブルからデータを抽出することがで

きます。これらのクエリ仕様を作成するには、「フィルタと並べ替え」タスク、「クエリビルダ」

を使用できます。これらのタスクは、内部で SQL(Structured Query Language)コードを生成しま

す。 
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演習：列の選択と行のフィルタ 

 

Orion Star 社は 2013 年以降に行われたインターネット販売を分析したいと考えています。さまざま

な分析タスクの入力用データを準備するため、orders テーブルから新しいサブセットを生成する必

要があります。このクエリは、「フィルタと並べ替え」タスクでも、「クエリビルダ」でも作成で

きます。今回はクエリビルダを使用します。 
1. EGTraining プロジェクトに、ファイル→新規作成→プロセスフローを選択し、新規プロセスフ

ローを作成します。 
2. プロジェクトペインで作成した新しいプロセスフローを右クリック→名前の変更を選択し、

Lesson 4 という名前に変更します。 
3. サーバーペインからコースデータの場所に移動し、Lesson 4 プロセスフローに

orders.sas7bdat をドラッグ&ドロップして、orders テーブルを追加します。 

4. データグリッドのツールバーから、クエリビルダ をクリックし、クエリビルダを開きます。 

注: Lesson 4 プロセスフロー内の orders テーブルを右クリックし、クエリビルダを選択し

ても同様の操作が行えます。 

5. クエリビルダでは、クエリビルダのアイコンの名前や、作成する SAS テーブルの名前や保存場

所を指定できます。クエリ名フィールドには、インターネット注文 2013+クエリと入力しま

す。出力名フィールドの隣の変更をクリックし、ファイル名に internet2013query と入力し、

保存をクリックします。 

 
6. すべての列を選択するために、列のリストから t1 (ORDERS) を選択肢、データの選択タブにド

ラッグ&ドロップします。すべての列がクエリに追加されます。データの選択タブで、

Employee_ID 列をハイライトし、 (削除) をクリックします。 

注: 列は、ダブルクリックまたはドラッグ&ドロップで個別に追加できます。Ctrl キーを押

しながら選択すると、複数の列を選択できます。Shift キーを使用すると、一連の列を選

択できます。 
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7. Order_Date 列と Delivery_Date 列を、選択した列の一番上にドラッグします。 

注: 次のいずれかの方法を使用して、出力テーブルに表示される列の順序を変更することも

できます： 
• 列を上下に移動するには、  (上に移動) または  (下に移動) をクリックします。  

• 列をリストの一番上に移動するには、  (最上部に移動) をクリックします。 
• 列をリストの一番下に移動するには、  (最下部に移動) をクリックします。 

 
8. 列のプロパティは、データの選択タブでも表示または変更できます。Order_Date を選択し、 

 (プロパティ) をクリックして、その列のプロパティウィンドウを開きます。 

注: 列をダブルクリックすることでも、プロパティウィンドウを開くことができます。 

 
9. この列に出力形式を適用するには、変更をクリックします。出力形式ウィンドウで、カテゴリ

ペインから日付を、出力形式ペインから NLDATEw.d を選択します。全体の幅を 15 に変更しま

す。OK  OK をクリックして、クエリビルダに戻ります。 
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10. 2013 年 1 月 1 日以降にインターネット注文のみを抽出するために、データのフィルタ タブをク

リックします。  

11. Order_Type 列をデータのフィルタタブにドラッグ&ドロップして、フィルタの新規作成 ウィザ

ードを開きます。 
注: 列名をダブルクリックするか、 (フィルタの新規作成) をクリックし、基本フィルタ 

を選択することでも同様のことができます。 

12. 1 つ目の画面では、演算子を次の値に等しいに変更し、値フィールドに 3 を入力します。 

 
比較演算子には、標準の演算子のほか、以下の演算子が含まれます： 

リスト内 リスト内の項目と等しい 
例： category in ("BREAD","MEAT") 

範囲内の値 範囲(両端を含む)を評価する 
例： income between 60000 and 80000 

欠損している Performs a test for missing values.欠損値の有無を判定する 

部分一致 
文字列を含む。文字の列でのフィルタでのみ利用可能。  
例： country contains "US" matches "USA", "RUSSIA" 

13. 次へ をクリックしてフィルタを確認し、完了 をクリックします。 

14. Order_Date 列をデータのフィルタタブにドラッグします。1 つ目の画面で、演算子を次の値以

上に変更し、値フィールドに"01JAN2013"d と入力します。 
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15. 次へ をクリックしてフィルタを確認し、完了 をクリックします。 

 
2 つのフィルタは自動的に AND 演算子で結合されます。 
AND は、AND で結合されたすべての式が真の場合にのみ、データ行を返します。OR は、OR
で結合された式の、少なくとも 1 つが真の場合に、データ行を返します。AND を使用するかど

うかにかかわらず、どの式も真でない場合は、データ行は返されません。 

16. データの並べ替えタブをクリックします。データの並べ替えタブへ Order_Date 列をドラッグ&
ドロップし、並べ替え方向を降順に変更します。データの並べ替えタブへ Customer_ID 列をド

ラッグ&ドロップし、並べ替え方向が昇順であることを確認します。 

 
注: データの並べ替えタブで列を選択するには、以下の方法もあります： 

• 列をダブルクリックします。 
• 追加したい列を 1 つ以上選択し、その列を右クリックし、列でクエリを並べ替えるを

選択します。 

• データの並べ替えタブにある  (既存の列の追加) を選択します。列の追加ウィンド

ウで、追加したい 1 つ以上の列を選択し、OK をクリックします。 
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17. 実行をクリックし、クエリを実行します。新しいタブ、インターネット注文 2013+クエリが作

業領域に表示され、結果を確認できます。 

 
18. インターネット注文 2013+クエリと orders テーブルのタブを閉じて、Lesson 4 プロセスフロ

ーを確認します。 

 
19. EGTraining プロジェクトを保存します。 
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4.2 新規列の作成 

 
分析に必要な列がすべて揃ってない場合は、新しい列を作成する必要があるかもしれません。 
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新規列の作成

注文日から発送
日まで何日かかり

ますか？

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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計算列

クエリビルダ

値の要約

値の再コード

計算列
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クエリビルダを使用する際、他の列や値に基づいて計算された新しい列をクエリに挿入できます。

計算列を使用すると、値の要約、条件に基づく値の再コード化、または文字列や数値の計算を行う

ことができます。 

 

 

SAS 関数とは、引数を受け取り、値を返すルーチンです。引数は括弧で囲まれ、カンマで区切られ

ます。関数は、数値または文字列の結果を返すことができます。  

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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式を使用した列の作成

• 加算、減算、乗算、除算

算術演算の実行

• 合計、平均、標準偏差

記述統計量の計算

• 月、年、時間の抽出

SAS日付値および時間値の操作

• 文字列の分割、単語の検索

文字値の処理

その他の作業の実行

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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SAS関数とは？

ShippingSalesAmtNameOrderDate
.12.95Collet, Albert18DEC2018

last_name=scan(name, 1);

order_month=month(Order_Date);

Invoiced=sum(SalesAmt,Shipping);
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加算、減算、乗算などの算術演算を行う際、欠損値は無視されません。  
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算術演算 vs SAS関数

Invoiced2Invoiced1ShippingSalesAmt
.12.95

Invoiced1=SalesAmt+Shipping;

Invoiced2=sum(SalesAmt,Shipping);

算術演算を使用する
場合とSAS関数を使

用する場合で、何か
違いがありますか？

...
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算術演算 vs SAS関数

Invoiced2Invoiced1ShippingSalesAmt
..12.95

Invoiced1=SalesAmt+Shipping;

Invoiced2=sum(SalesAmt,Shipping);

算術演算を使用する場
合とSAS関数を使用する
場合の違いの1つは、欠
損値の扱い方です？

...
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SUM 関数などの記述統計関数は、欠損値を無視します。  
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算術演算 vs SAS関数

Invoiced2Invoiced1ShippingSalesAmt
12.95..12.95

Invoiced1=SalesAmt+Shipping;

Invoiced2=sum(SalesAmt,Shipping);

算術演算を使用する場
合とSAS関数を使用する
場合の違いの1つは、欠
損値の扱い方です？
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演習：式を使用した列の作成 

 

Orion Star 社は、各注文日から配送日までにかかる日数を特定することで、配送方法の分析をした

いと考えています。また、販売価格と配送料の合計である、顧客への請求金額合計を算出したいと

考えています。クエリビルダを使用して、新規計算列を含む、shipping という名前のテーブルを作

成します。 

1. Lesson4 プロセスフローで、orders テーブルを右クリックし、クエリビルダを選択します。 

2. クエリ名フィールドに、出荷詳細クエリと入力します。変更をクリックし、ファイル名フィー

ルドに shipping と入力し、保存をクリックします。 

 
3. データの選択タブがアクティブになっていることを確認し、orders テーブルから次の 7 つの列

を追加します：Order_ID、Order_Date、Delivery_Date、Product_ID、Total_Retail_Price、
Shipping、および Profit 

 

4. クエリに新規列を追加するため、データの選択タブの (新しい計算列の追加) をクリックする

か、計算列  新規作成 をクリックします。 

5. 1 つ目の画面では、高度な式 を選択し、次へ をクリックします。 

6. 2 つ目の画面では、選択済み列 を展開します。Delivery_Date をダブルクリックし、列を式に

追加します。次に、- (マイナス記号) のボタンを選択するか、入力します。Order_Date をダブ

ルクリックして式を完成させます。次へをクリックします。 

 
7. 3 つ目の画面では、列名フィールドに、Days_to_Deliver と入力します。ラベルフィールドに、

配送までの日数 と入力し、次へをクリックします。 
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8. 4 つ目の画面では、新規列のプロパティの要約を確認して、完了をクリックします。 

9. 次に、Invoice_Amt 列を作成します。 (新しい計算列の追加) をクリックして開始します。 

10. 1 つ目の画面では、高度な式  次へ をクリックします。 

11. 2 つ目の画面では、関数フォルダを展開し、SUM 関数を探します。SUM 関数を選択すると、

SUM 関数の構文が、関数一覧の右側に表示されます。SUM 関数をダブルクリックして式に追

加します。  

12. お気に入り  選択済み列を選択して、関数フォルダを素早く折りたたみます。

Total_Retail_Price をダブルクリックし、カンマを入力またはカンマボタンを選択します。

Shipping をダブルクリックし、式を完成させます。 

 
13. 次へ をクリックします。3 つ目の画面では、列名フィールドに Invoice_Amt を、ラベルフィー

ルドに請求金額合計 と入力します。データ値を通貨として表示するため、出力形式フィールド

の隣にある変更をクリックします。 
出力形式ウィンドウでは、カテゴリペインから通貨、出力形式ペインから DOLLARw.d を選択

します。全体の幅を 10 に、小数点以下の桁数を 2 に変更します。OK  次へ をクリックしま

す。 

 
14. プロパティの要約を確認後、完了をクリックします。  

2 つの新しい列は、選択ペインの計算列の下の列リスト、およびデータ選択タブに追加されま

す。 

15. 配送時間がかかった注文を強調するため、Days_to_Deliver の降順でテーブルのデータを並べ

替えます。データの並べ替えタブをクリックし、Days_to_Deliver 列をタブ内へドラッグ&ドロ

ップします。並べ替え方向を降順に変更します。 
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16. 実行をクリックし、クエリを実行します。新しいタブ、出荷詳細クエリが作業領域に表示さ

れ、結果を確認できます。 

 
17. 出荷詳細クエリタブを閉じて、Lesson 4 プロセスフローを確認します。EGTraining プロジェ

クトを保存します。 
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4.3 データのグループ化と要約 

 
クエリビルダを使用すると、グループ内の要約統計量を算出できます。さらに、要約された値に対

してフィルタを適用することも可能です。  
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データのグループ化と要約

利益が $3,500を
超えているのはど
の商品ですか?

Product ID Order Date Profit Quantity
240200100136 8/20/2018 $1,028.25 3
240200100136 10/1/2018 $342.75 1
240200100136 5/5/2018 $1,018.05 3
240200100136 11/6/2018 $1,028.25 3
240200100136 8/9/2018 $685.50 2

$4,102.80 12

240300300078 7/20/2018 $345.90 2
240300300078 7/24/2018 $172.95 1

$518.85 3

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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4.01 アクティビティ

1. 現在のプロジェクト内の任意のデータソースを使用し、クエリビルダを
開きます。

2. データのフィルタタブをクリックし、レイアウトを確認します。

3. データの選択タブに戻り、任意の2つの列を追加します。

4. データの選択タブに追加した1つの列で、要約列フィールドで COUNT
を選択します。

5. データのフィルタ タブに戻ります。

クエリにグループ化されたデータが含まれると、データのフィルタタブはど
のように変化しますか？
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演習：グループの要約とフィルタ 

 

Orion Star 社は、最も売れている商品にスポットを当てた販売プロモーションキャンペーンを実施

したいと考えています。そこで、合計利益が$500 を超えるすべての商品のリストを求めています。

クエリビルダを使用して orders テーブルをグループ化、要約およびフィルタリングを行います。 

1. Lesson4 プロセスフローで、orders テーブルを右クリックし、クエリビルダを選択します。 

2. クエリ名をトップ商品クエリ、出力名を TopProducts とします。 

 
3. 列リストの Product_ID と Profit をダブルクリックして、データの選択タブに追加します。 

4. データの選択タブを使用して、データをグループ化および要約します。統計量を選択するた

め、Profit 列の要約列をクリックします。ドロップダウンリストから SUM 統計量を選択しま

す。  

 
注: 計算列の新規作成ウィザードを使用して、要約列を作成することもできます。 

注: SUM_of_Profit をダブルクリックすると、列名、ラベル、出力形式などのプロパティを

変更できます。 

選択可能な統計量は次の通りです： 
• AVG、MEAN 
• STD (標準偏差) 
• COUNT、FREQ、N (非欠損の値の数) 
• STDERR (平均の標準誤差) 
• CSS (修正済み平方和) 
• SUM 
• CV (変動係数) 
• SUMWGT (変数の重みの合計) 
• MAX または MIN 

• T (スチューデントの t 値、母平均がゼロ

であるという仮説を検定する) 
• NMISS (欠損値の数) 
• USS (無修正平方和) 
• PRT (スチューデントの t 統計量の p 値

(両側)) 
• VAR (分散) 
• RANGE (値の範囲) 

注: 一部の要約関数では、関数の一部として DISTINCT を選択することができます。例え

ば、要約関数 AVG は、各グループ内のすべてのオブザベーションの平均を算出しま

す。一方、要約関数 AVG DISTINCT は、計算から重複値を排除するため、算出される

統計量は、各グループ内の異なる値のみの平均となります。 

5. グループを自動選択する チェックボックスが選択されていることに気が付きます。統計量が割

り当てられてない列は、自動的にグループを定義します。 
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注: データの選択タブ上の列の順序によって、初期のグループ化階層が決まります。ただ

し、これはグループの編集ペインで変更できます。データのグループ化構造を変更する

には、グループを自動選択するチェックボックスを外し、グループの編集を選択しま

す。 

6. データのフィルタタブをクリックします。 

7. 利益が$500 を超える商品にデータを絞ります。列のリストから SUM_of_Profit を要約データ

にフィルタを適用ペインにドラッグします。フィルタの新規作成ウィザードで、演算子フィー

ルドで、次の値より大きいを選択し、値として 500 と入力します。完了 をクリックします。 

     
グループ化、要約、フィルタリングはどのように連携するのでしょうか？まず、クエリは 1 つ

または複数のテーブルから、未加工データにフィルタを適用ペインで指定された条件を満たす

すべての行を抽出します。次に、結果のデータは割り当てられたグループ化変数ごとにグルー

プ化され、データの選択タブで定義された一意のグループごとに要約統計量が計算されます。

その後、要約データにフィルタを適用ペインで定義されたさらなるサブセット化が、要約地に

適用されます。 

注: グループ化されたデータのフィルタリングは、SQL クエリで HAVING 句を使用する場

合と同様です。 

8. データの並べ替えタブをクリックします。タブ内の領域に SUM_of_Profit をドラッグし、並べ

替え方向を降順に変更します。 
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9. 実行をクリックし、クエリを実行します。新しいタブ、トップ商品クエリが作業領域に表示さ

れ、結果を確認できます。 

 
10. トップ商品クエリタブを閉じて、Lesson 4 プロセスフローを確認します。EGTraining プロジ

ェクトを保存します。 
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4.4 テーブルの結合 

 
以下の操作を行うには、テーブルの結合が必要になる場合があります： 
• 複数のテーブルの列を含むレポートを作成する場合 
• 入力列が別々のテーブルにある場合に、新規列を計算する場合 
• ルックアップテーブルの情報をベーステーブルに追加する場合 
• 他のテーブルに存在する、または存在しない列の値を特定する場合 

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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テーブルの結合

topproducts
• Product_ID
• Sum_of_Profit

products
• Product_ID
• Product_Category
• Product_Name
• Supplier_Name
• Supplier_Country

country_lookup
• Country_Key
• Country_Name
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内部結合では、結果には一致する行のみが含まれます。デフォルトでは、クエリビルダでテーブル

を結合する際、同じ名前とデータ型を持つ列に対して内部結合が実行されます。 

 
完全外部結合では、両方のテーブルのすべての行が含まれます。 

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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結合の種類: 内部結合

employee_organization
DepartmentEmployee_ID

Sales Management120101
Sales Management120102

Engineering120103
Administration120105

employee_payroll
SalaryEmployee_ID

163040120101
108255120102

87975120103
92500120104

new_table
DepartmentSalaryEmployee_ID

Sales Management163040120101
Sales Management108255120102

Engineering87975120103
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結合の種類: 完全外部結合

new_table
DepartmentSalaryEmployee_ID

Sales Management163040120101
Sales Management108255120102

Engineering87975120103
92500120104

Administration. 120105

employee_organization
DepartmentEmployee_ID

Sales Management120101
Sales Management120102

Engineering120103
Administration120105

employee_payroll
SalaryEmployee_ID

163040120101
108255120102

87975120103
92500120104
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左外部結合では、左側(または 1 番目の)テーブルのすべての行と、右(または 2 番目の)テーブルの一

致する行が含まれます。 

 
右外部結合では、右側(または 2 番目の)テーブルのすべての行と、左(または 1 番目の)テーブルの一

致する行が含まれます。 
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結合の種類: 左外部結合

new_table
DepartmentSalaryEmployee_ID

Sales Management163040120101
Sales Management108255120102

Engineering87975120103
92500120104

employee_organization
DepartmentEmployee_ID

Sales Management120101
Sales Management120102

Engineering120103
Administration120105

employee_payroll
SalaryEmployee_ID

163040120101
108255120102

87975120103
92500120104
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4.02 多肢選択式質問

右外部結合では、どの Employee_ID 値が含まれますか？
(該当するものをすべて選択してください)

a. 120101
b. 120102
c. 120103
d. 120104
e. 120105

employee_organization
DepartmentEmployee_ID

Sales Management120101
Sales Management120102

Engineering120103
Administration120105

employee_payroll
SalaryEmployee_ID

163040120101
108255120102

87975120103
92500120104
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演習：テーブルの結合 

 

前回のクエリでは、利益の合計が$500 を超える商品が特定されました。分析担当者からは、これら

の優良商品に関する詳細情報の提供が求められています。必要な情報(列)を含めるため、クエリビ

ルダを使用して TopProducts とテーブルを、products テーブルおよび country_lookup Excel ワ
ークブックと結合します。 

1. Lesson4 プロセスフローに、products テーブルを追加します。  

※サーバーペインからコースデータの場所に移動し、Lesson 4 プロセスフローに

products.sas7bdat をドラッグ&ドロップして、products テーブルを追加します。 

注: サーバーペインを使用する場合、ファイル名を右クリックし、プロジェクトに追加 を選

択すると、ファイルを開かずにその項目をプロジェクトに追加できます。 

2. 同じくサーバーペインのコースデータの場所から、country_lookup.xlsx を右クリックし、デ

ータのインポートを選択します。データのインポートウィザードが開きます。インポート先の

テーブル名が country_lookup であることを確認し、次へ をクリックします。範囲の先頭行に

フィールド名を挿入するチェックボックスを選択し、次へ をクリックします。フィールド属性

は変更しません。完了をクリックします。結果が作業領域内の新しいタブで開きます。そのタ

ブを閉じます。 

   

 
3. Lesson 4 プロセスフローで、Ctrl キーを押しながら TOPPRODUCTS、PRODUCTS、および

country_lookup.xlsx からインポートされたデータを選択します。3 つのテーブルのいずれかで

右クリックし、クエリビルダを選択します。 
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注: 1 つのテーブルのみ使用してクエリビルダを開き、その後、テーブルの追加を選択して

他の 2 つのテーブルを追加することもできます。 

4. Enterprise Guide が 3 つのテーブルにおいて、結合に利用できる共通する列を見つけられなかっ

たことを示すメッセージが表示されます。OK をクリックします。 

注: SAS Enterprise Guide が列の一致に基づいてテーブルの結合を試みないようにするに

は、ツール  オプション  クエリ を選択し、クエリのテーブルを結合する チェック

ボックスのチェックを外します。 

5. テーブルと結合ウィンドウが自動的に表示されます。Enterprise Guide は TopProducts テーブ

ルと products テーブルを、Product_ID によって結合しています。products テーブルと

country_lookup テーブルを結合するには、まず、products テーブルの Supplier_Country を
選択します。次に、その列を、country_lookup テーブルの Country_Key にドラッグして結合

します。 

注: Supplier_Country を右クリックし、[t2.Supplier_Country]の結合  [t3]  
Country_Key を選択しても結合できます。 

6. 結合プロパティ画面が表示されます。結合の種類が、条件を指定し、一致する行のみ結合（内

部結合）であることと、条件が t2.Supplier_Country = t3.Country_Key であることを確認しま

す。 

注: テーブルのエイリアス名 (t1、t2、または t3) は、テーブルがクエリに追加された順番に

なるため、異なる場合もあります。 
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7. OK をクリックして 3 つのテーブルが次のようにリンクされているかを確認します。 

注: テーブルと結合ウィンドウのテーブルの順番は異なる場合もあります。 

 
8. 閉じるをクリックし、データの選択タブに戻ります。 

9. クエリ名を トップ商品情報クエリ とし、出力名を TopProductsInfo とします。 

 
10. 次の列をダブルクリックして、データの選択タブに追加します： Product_ID、

SUM_of_Profit、Product_Category、Product_Name、Supplier_Name、および
Country_Name. 

 
クエリビルダでテーブルを結合する際、入力テーブルの任意の列に基づいてフィルタリングや

並べ替えを行うことができます。また、新しい列を計算したり、グループ化して要約すること

も可能です。 

11. データの並べ替えタブをクリックし、SUM_of_Profit の降順でデータを並べ替えます。 

12. 実行をクリックし、クエリを実行します。新しいタブ、トップ商品情報クエリが作業領域に表

示され、結果を確認できます。 
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13. トップ商品情報クエリタブを閉じて、Lesson 4 プロセスフローを確認します。EGTraining プ

ロジェクトを保存します。 
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アクティビティと質問の回答 
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4.01 アクティビティ – 解答

クエリにグループ化されたデータが含まれると、データのフィルタタブはど
のように変化しますか？

データのフィルタタブに、
要約データにフィルタ
を適用というラベルの
付いた新しいペインが

追加されます。

グループ化なし グループ化なし

Copyright  © SAS Inst i tute Inc.  Al l  r ights reserv ed.
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4.02 多肢選択式質問 – 解答

右外部結合では、どの Employee_ID 値が含まれますか？
(該当するものをすべて選択してください)

a. 120101
b. 120102
c. 120103
d. 120104
e. 120105

employee_organization
DepartmentEmployee_ID

Sales Management120101
Sales Management120102

Engineering120103
Administration120105

employee_payroll
SalaryEmployee_ID

163040120101
108255120102

87975120103
92500120104

DepartmentSalaryEmployee_ID
Sales Management163040120101
Sales Management108255120102

Engineering87975120103
Administration120105
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